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も
う
三
十
年
近
く
も
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
昭
和
四
十
年

代
の
後
半
か
ら
五
十
年
代
の
初
め
に
か
け
て
、
全
国
各
地
の
小
学

校
で
、
開
校
百
年
の
機
に
『
百
周
年
記
念
誌
』
が
っ
く
ら
れ
た
時

期
が
あ
り
ま
し
た
。

　
国
で
は
文
部
省
が
『
学
制
百
年
史
』
（
昭
和
七
年
）
を
刊
行
、

大
分
県
教
育
委
員
会
も
『
大
分
県
教
育
百
年
史
』
を
ま
と
め
る
た

め
、
既
に
乏
し
く
な
っ
て
い
た
明
治
初
期
の
関
係
資
料
探
し
に
奔

走
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
別
府
市
内
の
由
緒
の
古
い
各
小
学
校
で
も
、
百
年
誌
編
集
が
記

念
事
業
に
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
草
創
期

に
複
雑
な
経
過
を
辿
っ
た
朝
日
小
学
校
の
記
念
誌
な
ど
は
、
諸
般

の
資
料
を
集
め
て
、
空
白
期
の
解
明
を
試
み
ら
れ
て
お
り
、
大
変

貴
重
な
ご
労
作
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。

　
と
り
わ
け
そ
の
中
で
も
、
沿
革
中
の
肝
心
な
開
校
記
念
日
（
明

治
五
年
六
月
一
日
）
の
い
わ
れ
の
不
明
確
な
点
が
気
が
か
り
で
、

教
育
史
や
郷
土
史
に
見
識
を
も
っ
て
お
ら
れ
た
執
筆
者
が
、
論
理

と
現
実
と
の
折
り
合
い
探
し
に
骨
折
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か

ら
で
す
。
と
申
し
ま
す
の
も
、
旧
来
の
私
塾
・
寺
子
屋
は
無
論
の

こ
と
、
藩
校
な
ど
も
い
っ
た
ん
こ
と
ご
と
く
廃
止
し
、
「
学
制
」

に
の
っ
と
っ
て
改
め
て
設
立
し
直
せ
と
、
学
制
頒
布
と
同
時
に
明

治
五
年
八
月
三
日
付
の
文
部
省
布
達
が
出
た
の
で
、
そ
れ
以
前
に

設
立
し
た
学
校
は
、
存
続
し
て
い
る
は
ず
が
な
い
か
ら
で
す
。

　
で
は
、
そ
れ
以
後
明
治
五
年
の
う
ち
に
、
い
ち
早
く
設
立
さ
れ

た
学
校
は
ど
の
く
ら
い
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
県
下
の
学
校
に
開
す
る
統
計
で
、
現
存
す
る
最
も
古
い
も
の
に

明
治
十
一
年
末
現
在
で
ま
と
め
た
「
学
事
年
報
」
（
県
公
文
書
館

蔵
）
が
あ
り
ま
す
。
県
か
ら
文
部
省
に
報
告
し
た
控
で
す
。
そ
の

表
中
に
「
開
校
年
」
の
欄
が
あ
り
県
下
公
学
校
（
公
立
小
学
校
五

六
八
校
、
他
二
校
）
そ
れ
ぞ
れ
に
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
明
治
五
年
開
校
と
い
う
気
の
早
い
学
校
は
一
五
校
で
し
た
。

　
「
学
制
」
及
び
「
布
達
第
一
三
号
」
（
共
に
明
治
五
年
八
月
三

日
付
）
に
続
い
て
、
文
部
省
は
同
年
九
月
八
日
布
達
番
外
で
「
小

学
教
則
」
を
出
し
ま
し
た
。
「
学
制
」
以
前
か
ら
県
下
に
広
め
て
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い
た
福
沢
方
式
の
学
校
づ
く
り
で
一
安
心
し
て
い
た
大
分
県
で
は

明
治
六
年
一
月
、
文
部
省
か
ら
巡
視
に
訪
れ
た
学
制
起
草
者
の
一

人
で
も
あ
る
長
英
（
三
洲
）
か
ら
す
み
や
か
に
学
制
に
も
と
づ
く

正
規
の
学
校
に
つ
く
り
直
す
よ
う
、
ま
た
師
範
伝
習
所
（
教
員
養

成
校
）
を
設
立
す
る
よ
う
促
さ
れ
、
み
こ
し
を
上
げ
ま
し
た
。
ま

ず
「
小
学
仮
教
則
」
を
明
治
六
年
九
月
に
出
し
、
週
時
間
数
や
指

導
内
容
の
基
準
を
定
め
ま
し
た
。
ま
た
現
職
教
員
を
再
教
育
す
る

た
め
、
ま
ず
明
治
七
年
八
月
か
ら
の
六
〇
日
間
を
皮
切
り
に
、
大

分
に
設
け
た
師
範
伝
習
所
で
次
々
に
伝
習
（
伝
達
講
習
）
を
行
い
、

修
了
生
を
有
資
格
教
員
と
し
て
扱
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
伝
習
修
了
、
教
則
通
り
の
教
育
課
程
を
実
施
し
て
い

る
小
学
校
を
正
則
小
学
と
い
い
、
従
前
の
福
沢
諭
吉
の
勧
め
に
よ
っ

た
方
式
の
学
校
は
変
則
小
学
と
い
い
ま
し
た
。
が
っ
ち
り
し
た
伝

統
の
あ
る
学
校
で
は
、
正
則
小
学
へ
の
切
り
替
え
の
年
を
開
校
年

と
し
た
た
め
、
正
則
変
則
の
記
録
が
さ
だ
か
で
な
く
、
と
に
か
く

学
校
と
し
て
の
設
立
年
を
と
っ
た
学
校
よ
り
も
遅
れ
て
発
足
し
た

か
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
現
別
府
市
域
に
そ
の
こ
ろ
存
在
し
た
学
校
は
、
と
目

を
通
し
て
み
ま
す
と
、
関
係
校
中
に
は
、
明
治
五
年
開
校
の
学
校

は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

内　東　南　別　石　鶴　亀　小　天

　　　　　立

成　山　石　府　垣　見　川　坂　間

//　　//　　ﾉ/　　//　　//　　//　　//　　//　学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校

小
学
校
名

内　東　立　別　石　鶴　内　平　天

成　山　ﾙf　府　垣　見　竃　道　間

　　　　　　一村　村　村　村　村　村　村　村　村

所
在
地

七　土　九　七　八　七　七　七　九治
年　年　年　年　年　年　年　年　年

開
校
年

　　　　　　　　一　　　一　一_Ξ　　Ξ　　三五　　九　　四　　－-　　○　　三
六　ノ叉　五　　七　七　三　五　七　　ﾉＸ

男 生
徒
数

　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　一一　一　一　一　　　　　　一　一

　　　　　　　　　　　　一ﾌﾟL　　七　　ﾉ戈　　九　　七　　三　　五　（⊃　　六 女

一　　一　　一　　四　　二こ　　二　　四　　一　　- 男
教具

女

加　薗　高　池　矢　加　高　加　伊
藤　田　屋　田　野　藤　橋　藤　南

　　　勝　清　　　　八
常　次　三　直　百　新　源　累　民
ハ　郎　郎　恭　蔵　一　治　三　造

首
坐Ｒ

名

＊
「
立
石
垣
村
」
と
あ
る
の
は
、
「
南
立
石
村
」
の
誤
記
、
訂
正

漏
れ
か
と
思
わ
れ
る
。

　
（
出
典
・
『
明
治
十
一
年
分
同
十
二
年
進
達
学
事
年
報
諸
表
』
）

　
そ
れ
で
も
鶴
見
学
校
な
ど
、
準
備
の
早
く
整
っ
た
と
こ
ろ
は
明

治
七
年
、
遅
れ
た
と
こ
ろ
で
も
同
十
一
年
に
は
開
校
に
こ
ぎ
つ
け

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
表
で
は
九
校
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
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れ
は
本
校
数
で
あ
っ
て
校
舎
は
小
規
模
分
散
だ
っ
た
例
が
よ
く
あ

り
、
鶴
見
学
校
も
、
あ
る
時
期
に
は
鶴
見
・
鉄
輪
の
二
支
校
を
抱

え
て
い
た
（
朝
日
小
学
校
沿
革
訪
中
の
「
支
校
開
校
届
」
明
治
八

年
十
二
月
二
十
七
日
付
）
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
別
府
学
校

の
場
合
は
、
別
府
村
浜
脇
村
雨
村
共
立
学
校
と
し
て
誕
生
し
た
も

の
の
、
明
治
十
三
年
秋
に
は
、
共
立
を
解
消
分
離
し
、
浜
脇
村
立

校
で
は
浜
脇
学
校
の
名
を
用
い
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
両
校
の

後
身
で
あ
る
南
・
北
画
小
学
校
は
、
共
有
の
開
校
年
を
も
つ
こ
と

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
表
で
は
教
員
数
一
名
の
学
校
が
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
で

全
学
年
を
担
任
す
る
の
で
、
午
前
午
後
の
二
部
授
業
に
し
た
り
、

多
く
の
級
（
現
在
の
学
年
）
の
子
ど
も
ら
を
複
式
授
業
で
扱
う
な

ど
、
来
客
や
雑
務
ま
で
考
え
る
と
、
容
易
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で

す
。
で
も
新
制
度
の
学
校
と
は
い
い
な
が
ら
、
当
時
は
私
塾
や
寺

子
屋
師
匠
の
経
験
者
が
多
く
、
困
難
を
克
服
し
、
新
進
教
師
に
道

を
譲
る
ま
で
の
間
、
学
校
の
基
礎
固
め
を
し
て
下
さ
っ
た
よ
う
で

す
。

　
そ
う
し
た
方
々
の
万
人
に
、
安
政
五
年
以
来
明
治
四
年
ま
で
、

松
原
学
舎
を
開
い
て
い
た
津
久
井
善
平
先
生
が
あ
り
、
別
府
学
校

か
ら
浜
脇
学
校
へ
と
教
員
生
活
を
続
け
、
明
治
二
十
年
末
、
七
十

二
歳
ま
で
勤
続
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
ほ
と
ん
ど
無
欠
勤
、
熟
練

し
た
指
導
で
生
徒
の
愛
慕
を
集
め
、
聴
力
健
常
、
至
っ
て
カ
ク
シ
ャ

ク
だ
と
県
下
に
紹
介
さ
れ
、
名
物
先
生
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
（
『
大
分
県
教
育
雑
誌
』
明
治
十
九
年
七
月
号
）

　
と
こ
ろ
で
、
表
の
下
欄
に
並
ん
だ
首
坐
教
員
は
、
現
在
の
校
長

職
に
当
た
る
方
で
す
が
、
奇
妙
な
こ
と
に
加
藤
新
一
、
池
田
直
恭

の
両
先
生
は
、
関
係
校
の
沿
革
誌
中
で
は
首
坐
教
員
（
歴
代
校
長
）

の
扱
い
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
、
ど
ん
な
理
由
で
そ
う
な
っ
た
の
か
、

今
と
な
っ
て
は
解
明
困
難
で
す
。

　
つ
い
で
な
が
ら
朝
日
小
学
校
の
場
合
、
開
校
記
念
年
月
日
の
う

ち
、
月
日
に
つ
い
て
百
周
年
記
念
誌
で
は
、
校
舎
新
築
落
成
式
の

行
わ
れ
た
明
治
三
十
七
年
の
六
月
一
日
に
ち
な
み
、
六
月
一
日
と

し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の
落
成
式
に
は
、
県
下
巡
視
を

兼
ね
て
大
久
保
利
武
県
知
事
が
親
し
く
臨
場
し
、
そ
の
席
上
児
童

代
表
で
あ
い
さ
つ
に
出
た
矢
田
文
吉
・
佐
藤
マ
ツ
両
名
に
、
家
庭

事
情
ま
で
細
か
く
尋
ね
、
応
答
態
度
を
激
賞
し
た
こ
と
が
大
分
県

教
育
雑
誌
（
明
治
三
十
七
年
六
月
号
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
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栄
え
あ
る
こ
の
日
を
記
念
日
に
し
た
と
い
う
事
情
も
う
な
ず
け
る

気
が
し
ま
す
。

　
こ
う
し
て
み
ま
す
と
・
、
開
校
年

に
し
ろ
、
そ
の
月
日
に
し
ろ
、
本

来
行
政
上
で
定
め
た
わ
け
で
は
な

く
、
他
と
比
較
し
て
論
じ
て
も
意

味
の
う
す
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
に
ゆ
か
り
の
あ
る

方
々
が
、
母
校
の
健
在
を
祝
う
心

の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
末
永
く
生

き
続
け
れ
ば
十
分
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
ｏ

明治15年　新校舎落成時の郡長祝辞（朝日小学校）

沿革資料を常設展示してある［伝統のへや］（北小学校）
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